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ピカピカの教科書、ぴっかぴかの一年生

21年度一般会計  6年ぶり増
　　　 　　役場の耐震工事 1億6500万円

まちの活性化へ大型補正  20年度補正

介護保険 200円アップ  条例改正

産業振興計画わが町はどう動く 一般質問
黒潮町の高速通信事業を学ぶ  委員会レポート

……

……

……

……

……

おいしいドーナツはいかがですかおいしいドーナツはいかがですか

３月定例会の傍聴者は延べ７人でした。

多くの方の傍聴をお願いします。



　
歳
入
（
町
に
入
る
金
）の
主
な
も
の
は
、
町
税
が
４
億
５
５
１

８
万
円
。
地
方
交
付
税
は
、
昨
年
に
比
べ
９
０
９
８
万
円
減
り
、

１９
億
６
８
４
６
万
円
。
国
や
県
か
ら
の
支
出
金
は
３
億
２
１
２
０

万
円
。
歳
入
不
足
を
補
う
た
め
の
町
債
（
借
金
）は
５
億
２
９
９

２
万
円
。
役
場
の
耐
震
化
の
た
め
施
設
等
整
備
基
金
（
町
の
貯

金
）か
ら
７
６
８
９
万
円
の
繰
入
金
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。

　
歳
出
（
町
が
使
う
金
）の
主
な
も
の
は
、
公
債
費
（
借
金
の
返

済
金
）
や
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
１６
億
６
３
７
５
万

円
で
昨
年
よ
り
０
・
８
％
減
り
、
役
場
の
耐
震
工
事
や
町
道
、

農
道
、
林
道
の
開
設
・
改
良
工
事
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費

は
５
億
１
３
８
７
万
円
と
昨
年
に
比
べ
８５
・
６
％
と
大
幅
に
増

え
て
い
る
。

普
通
建
設
費 

昨
年
よ
り 

　
％
増
え
る

85.6

地
方
交
付
税
　
昨
年
よ
り
　
万
円
減
る

９０００

おち町議会だよりNo.88 2

３
月
定
例
会
は
、
６
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
、
役
場
の
耐
震
工
事
な
ど
平
成
２１
年
度
一
般
会

計
予
算
お
よ
び
地
域
活
性
化
対
策
や
定
額
給
付
金
な
ど
の
平
成
２０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
・

企
業
会
計
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
合
わ
せ
て
３１
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
幼

稚
園
長
の
報
酬
改
正
案
を
賛
成
２
・
反
対
９
で
否
決
し
ま
し
た
。
【
９
謨
参
照
】

　
一
般
質
問
は
７
人
が
登
壇
し
、
県
の
産
業
振
興
計
画
に
関
連
し
た
質
問
や
防
災
対
策
な
ど
の
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

役
場
の
耐
震
工
事
に
1
億
6
5
0
0
万
円

21年度一般会計

6
年
ぶ
り
増

年
ぶ
り
増

6
年
ぶ
り
増

年
ぶ
り
増

6
年
ぶ
り
増

昨
年
比

＋5.9％

3636

45354535

3636

45354535

36
億

4535
万
円



勉
強
に
、遊
び
に

　
新
学
期
も
み
ん
な
元
気
！

町税

繰入金

交付金等

地方交付税

国・県支出金

町債

自主財源

依存財源

町民が納める税金

町の貯金を下ろして使う金額

消費税やガソリン税などの中から地方へ配分される金額

自治体運営の均衡を保つため、国から配分される金額

使う目的が決まっている国や県からの補助金

財源不足を補うための借金

自前で賄うことができる財源

国や県の補助金や借金に頼らなければならない財源

人件費

扶助費

公債費

物件費

補助費等

繰出金

義務的経費

投資的経費

職員や町長、議員への給料や報酬、期末手当など

生活に困っている人を支援する費用

事業を進めるために行った借金の返済金

自治体が使う消耗品や備品代、委託料などの費用

広域事務組合や各種団体などへの負担金や補助金

下水道事業や介護保険事業などの特別会計に充てる費用

支出が義務付けられており、簡単に減らせない経費

道路や建物の建設、災害復旧事業などに使われる経費

平成21年度　一般会計予算　36億4535万円
その他
3349万円
0.9%

人件費
8億3181万円
22.8%

扶助費
1億4660万円
4.0%

公債費
6億8534万円
18.8%普通建設費

災害復旧費
5億4478万円
15.0%

物件費
3億8423万円
10.5%

補助費等
6億1838万円
17.0%

繰出金
4億0072万円
11.0%

歳出
その他
39.4％

義務的経費
45.6%

投資的経費
15.0%

歳入

使用料や手数
料、分担金等
8526万円, 2.3％

繰入金
7910万円, 2.2%

その他
4377万円, 1.2%

交付金等
1億2265万円
3.4%

町税
4億5518万円
 12.5%

その他
3981万円
 1.1%

町債
5億2992万円
 14.5%

国・県の支出金
3億2120万円
 8.8%

地方交付税
19億6846万円
54.0%

自主財源
18.2%

依存財源 81.8%

おち町議会だよりNo.883

6
年
ぶ
り
増

6
年
ぶ
り
増

36

4535

36

4535



を

総務費

民
生
費

耐
震
強
化
　
図
る

耐
震
強
化
　
図
る

をを

役場の耐震
１億６５００万円

　
役
場
の
耐
震
補
強
工
事
、

野
老
山
中
村
集
会
所
建
築

工
事
、
５
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
整
備
工
事
な
ど
。

　
財
政
調
整
基
金
等
積
立

金
に
１
７
８
２
万
円
、
国

土
調
査
委
託
費
に
６
４
８

３
万
円
な
ど
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
１

０
０
０
万
円
の
補
助
。
住

宅
改
造
の
支
援
、
保
育
園

の
耐
震
設
計
委
託
費
、
学

童
保
育
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
な
ど
。

　
国
保
・
老
人
・
介
護
の

各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

費
負
担
金
に
合
わ
せ
て
３

億
８
８
７
１
万
円
。

教
育
費

　
小
学
校
フ
ェ
ン
ス
設
置

お
よ
び
遊
具
移
設
撤
去
工

事
。

　
中
学
校
会
議
室
・
理
科

室
改
修
お
よ
び
北
側
フ
ェ

ン
ス
修
繕
工
事
。

　
幼
稚
園
耐
震
診
断
委
託

費
、
総
合
運
動
場
相
撲
場

撤
去
工
事
、
中
学
生
韓
国

訪
問
の
輸
送
委
託
料
な
ど
。

５
区
に
広
場
を
整
備

子どもたちの安全が第一（幼稚園入園式）

21
予
算
案
質
疑

保
育
・
幼
稚
園
の
耐
震
委
託
も
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コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
の
内
容
は
。

５
区
の
町

有
地
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
を

整
備
し
、
東
屋
と
花
壇
を
作
る
。

斎
藤
政
広
議
員

大
原
総
務
課
長

学
童
保
育

の
天
井
吊
り
型
エ
ア
コ
ン
は
ど

の
程
度
の
も
の
か
。

休
校
で
今

は
使
っ
て
い
な
い
明
治
中
学
校

の
２
台
と
黒
石
小
学
校
の
１
台

を
越
知
小
へ
移
設
す
る
。

斎
藤
政
広
議
員

西
森
教
育
長

野
老
山
中

村
の
集
会
所
建
築
工
事
の
用
地

は
解
決
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

建
物
の
内
容
は
。

用
地
は
、

町
が
買
い
上
げ
な
い
が
、
地
権

者
に
使
用
の
承
諾
を
得
て
い
る
。

　
建
物
の
内
容
は
、
設
計
前
で

あ
り
、
決
ま
っ
て
い
な
い
。

小
野
国
昭
議
員

大
原
総
務
課
長

中
村
集
会
所
の
建
築

学
童
保
育
に
エ
ア
コ
ン

住
宅
改
造

の
支
援
対
象
者
と
予
定
数
は
。

65
歳
以
上

で
介
護
保
険
の
要
支
援
１
、
２

と
要
介
護
１
か
ら
５
の
人
で
、

主
た
る
生
計
者
の
前
年
度
所
得

税
額
が
40
万
円
未
満
の
人
を
対

象
に
４
軒
を
計
画
。

　
１
０
０
万
円
に
対
し
て
３
分

の
１
が
申
請
者
の
負
担
額
。

武
智
龍
議
員

藤
原
住
民
課
長

介
護
認
定
者
の

住
宅
改
造
を
支
援

国
際
交
流

事
業
の
韓
国
訪
問
の
内
容
は
。

中
学
生
２０

人
と
引
率
６
人
で
計
画
。

　
昨
年
ま
で
と
は
違
う
交
流
学

校
が
決
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
相
手
方
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
安
く
て
安
全
な
方
法
を
選

択
す
る
。

武
智
龍
議
員

山
中
教
育
次
長

新
た
な

韓
国
学
校
と
交
流

平成21年度予算

一 般 会 計
簡 易 水 道
下 水 道
国民健康保険
老 人 保 健
介 護 保 険
後期高齢者医療
土 地 取 得
蚕 糸 資 料 館
自然の森博物館

会計名 予算額 前年度比較

企業会計（水道）
合　　　　計

特

別

会

計

 5.9％
354.2％
△ 2.0％
△ 10.7％
△ 97.3％
△ 0.7％
△ 7.2％
△ 39.3％
△19.3％
 △ 0.7％
△ 0.3％
△ 0.5％

36億4535万円
3830万円

1億8424万円
7億7990万円

419万円
8億9949万円
9854万円
14万円
18万円

2497万円
5998万円

57億3528万円



を

土
木
費

を

衛
生
費

　
妊
婦
や
乳
児
健
診
、
定

期
予
防
接
種
や
患
者
バ
ス

の
運
行
費
用
な
ど
。

　
ご
み
収
集
運
搬
委
託
費

や
浄
化
槽
の
設
置
補
助
金
、

高
吾
北
広
域
事
務
組
合
へ

の
負
担
金
な
ど
。

　
町
道
山
室
線
、
仲
川
内

線
、
熊
秋
石
山
線
、
薬
師

堂
深
瀬
線
な
ど
の
改
良
舗

装
工
事
。

　
町
営
住
宅
解
体
工
事
、

住
宅
設
備
の
購
入
費
。

　
下
水
道
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
１
億
３
９
８
１
万

円
、
県
工
事
の
負
担
金
に

７
９
５
万
円
な
ど
。

下
水
道
加
入
率

 
４７
・
６
％

山
室
線
な
ど
改
良
進
む

　
　
道
路
工
事
に
１
億
４
０
０
０
万
円

21
予
算
案
質
疑

農
林
水
産
業
費

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
に
４
０
５
７
万

円
。
緊
急
間
伐
支
援
お
よ

び
森
林
整
備
地
域
活
動
支

援
費
。

　
林
道
白
石
横
倉
線
、
栃

ノ
木
大
平
線
開
設
工
事
な

ど
。

越知ヘリポートに1000万円妊
婦
健
診
14
回
無
料

商
工
費

　
商
工
会
・
観
光
協
会
へ

の
補
助
金
１
３
７
５
万
円
。

　
宮
ノ
前
公
園
や
大
樽
駐

車
場
、
小
浜
・
黒
瀬
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
の
ト
イ
レ
維

持
管
理
に
２
０
６
万
円
な

ど
。

消
防
費

　
越
知
へ
リ
ポ
ー
ト
新
設
工
事
。
自
主
防
災
組

織
の
整
備
補
助
金
５
５
０
万
円
。
県
防
災
無
線

シ
ス
テ
ム
の
更
新
負
担
金
に
１
１
６
５
万
円
な

ど
。本

年
度
中
に
完
成

全線改良が待たれる山室線
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下
水
道
事

業
へ
の
繰
入
金
は
加
入
率
が
上

が
れ
ば
減
る
と
思
う
が
、
今
の

加
入
率
は
。

 

　
下
水

道
事
業
の
収
益
で
賄
え
な
い
分

は
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
加
入
率
は
２
月
末
で
４７
・
６

％
と
伸
び
て
い
な
い
。

藤
原
俊
夫
議
員

住
宅
設
備

は
何
を
買
う
の
か
。

町
営
住
宅

の
古
く
な
っ
た
風
呂
釜
や
給
湯

器
な
ど
の
買
い
替
え
と
入
居
者

が
変
わ
る
と
き
の
設
備
の
更
新

な
ど
の
費
用
。

武
智
龍
議
員

大
原
総
務
課
長

越
知
へ
リ
ポ
ー
ト
の
工
事
と
用
地

費
の
内
容
は
。

町
民
プ
ー
ル
の
西
北
に
整
備
し
、

21
年
度
中
に
完
成
予
定
。

地
権
者
と
話
を
し
て
承
諾
が
得
ら

れ
た
ら
、
購
入
し
て
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
面
積
を
広
げ
て
プ
ー

ル
の
北
側
へ
も
入
り
や
す
く
す
る
。

寺
村
晃
幸
議
員

大
原
総
務
課
長

片
岡
副
町
長

休
止
し
て
い
た
林
道
白
石
横
倉
線
を
再
開

林
道
白
石

横
倉
線
の
内
容
は
。 

　
休
止

し
て
い
た
工
事
で
、
関
係
者
の

協
力
で
再
開
す
る
。
最
短
コ
ー

ス
で
１
３
０
０
誡
。
幅
員
は
４

誡
で
計
画
し
て
い
る
。

小
野
国
昭
議
員

緊
急
間
伐

は
ど
れ
く
ら
い
の
面
積
か
。

 

　
県
の

補
助
金
で
、
個
人
が
５
謔
、
組

合
が
１
謔
、
保
育
間
伐
が
７
謔
、

作
業
道
整
備
に
４
０
０
謔
を
計

画
し
て
い
る
。

武
智
龍
議
員

山
本
環
境
水
道
課
長

小
田
産
業
建
設
課
長

小
田
産
業
建
設
課
長



 億          万円を補正2  13002  13002  13002  13002  1300
定額給付金1億1055万円

　
町
商
工
会
が
定

額
給
付
金
の
支
給

に
合
わ
せ
て
発
行

す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
（
２
割
増
し

特
典
）
商
品
券
に

４
０
０
万
円
を
補

助
す
る
。

　
商
品
券
は
、
５

月
１
日
か
ら
１０
月

３１
日
ま
で
、
町
内

の
取
扱
加
盟
店
で

利
用
で
き
る
。

急
傾
斜
工
事
負
担
金

 

　
　
万
円
減
る

179

 地震で崩れたら大事じゃけ

役場の耐震工事
　21年度に実施する耐震工事の
ため、3350万円を基金に積み立
てる。

日ノ浦へリポート
　舗装工事に500万円。

　2月1日を基準日として18歳以下と65歳以上の人は2
万円。そのほかの人は1万2000円が給付される。受け
取りの申請期間は4月1日から6カ月間。
　代理申請や窓口受け取りもできるが、基本的には世
帯主が申請して、世帯主の口座への振り込みとなる。

おち町議会だよりNo.88 6

生
活
支
援

防
災
対
策

2
人
目
か
ら
の
子
ど
も
に
3
万
6
千
円

2
人
目
か
ら
の
子
ど
も
に
3
万
6
千
円

子
育
て
応

援
特
別
手
当
は
今
回
だ
け
と
聞

い
た
が
、
今
後
も
継
続
す
る
考

え
は
な
い
か
。

山
橋
正
男
議
員

申
請
し
な

か
っ
た
人
や
断
っ
た
人
の
分
は

ど
う
な
る
。

辞
退
し
た

も
の
と
し
て
国
に
返
還
と
な
る

が
、
辞
退
し
た
い
人
は
い
っ
た

ん
受
け
取
っ
て
町
に
寄
付
し
て

も
ら
え
ば
、
町
の
収
入
に
な
る

の
で
あ
り
が
た
い
。

基
準
日
以

降
に
死
亡
し
た
人
や
世
帯
主
以

外
の
申
請
は
ど
う
な
る
。

２
月
１
日

以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
も
給

付
の
対
象
で
あ
る
。

　
寝
た
き
り
や
障
害
の
あ
る
人

な
ど
は
代
理
申
請
も
で
き
る
。

山
橋
正
男
議
員

支
援
の
継
続
を

18
歳
以
下

の
２
人
目
以
降
の
子
ど
も
に
１

人
当
た
り
３
万
６
０
０
０
円
を

支
給
す
る
。

　
本
年
度
限
り
で
、
継
続
は
、

町
の
一
般
財
源
と
な
る
た
め
困

難
だ
。

町
単
独
で
は
困
難

藤
原
住
民
課
長

藤
原
住
民
課
長

西
川
晃
議
員

藤
原
住
民
課
長

商
品
券
発
行
に

４
０
０
万
円
補
助

急
傾
斜
崩

壊
対
策
事
業
の
負
担
金
の
減
額

理
由
は
。

 

　
栗
ノ

木
の
県
営
事
業
で
、
斜
面
の
角

度
が
当
初
よ
り
急
に
な
っ
た
た

め
、
１０
％
の
町
負
担
が
５
％
に

変
わ
っ
た
。

大
川
信
輝
議
員

小
田
産
業
建
設
課
長

商
品
券
は
4
月
24
日
に
完
売
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・幼稚園フェンス設置工事
・学習センター取り壊し工事
・越知中学校プール塗装工事
・越知中学校家庭科調理台設置工事
・越知中学校理科実験台設置工事
・中大平公民館増築工事
・町民会館駐車場舗装工事など

・林道加枝ケ谷横倉線開設工事
・町道中央線坂折橋路面補修工事
・町道堂林線新設工事
・町道仲川内線局部改良工事
・町道栃ノ木線落石防護工事
・町道小舟団地線側溝改修工事
・ほか各地区町道の舗装補修工事など

平成20年度補正（3月定例会）

入
学
お
め
で
と
う
。
よ
ろ
し
く
ね
。

おち町議会だよりNo.887

教
育
関
連

道
路
工
事
等

学
習
セ
ン

タ
ー
取
り
壊
し
後
の
計
画
は
。

【
８
謨
に
関
連
記
事
】地

震
が
起

き
れ
ば
周
り
へ
の
危
険
性
が
あ

り
取
り
壊
す
。
跡
地
の
利
用
は

具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
ペ
タ
ン
ク
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
練
習
場
、
進
入
路
が
確
保
で

き
れ
ば
町
営
住
宅
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
。

山
橋
正
男
議
員

跡
地
利
用
は
未
定

学
習
セ
ン
タ
ー
取
り
壊
し

山
中
教
育
次
長

中
大
平
公

民
館
増
築
の
内
容
は
。台

所

を

１
・
４
誡
広
げ
、
ト
イ
レ
の
前

に
倉
庫
を
予
定
し
て
お
り
、
約

１
・
５
坪
の
増
築
に
な
る
。

斎
藤
政
広
議
員

中
大
平
公
民
館
の
増
築

山
中
教
育
次
長

町
民
会
館

の
舗
装
は
ど
の
く
ら
い
か
。

教
育
委
員

会
事
務
室
の
西
側
か
ら
大
ホ
ー

ル
の
角
を
過
ぎ
る
辺
り
ま
で
で

９
０
５
平
方
誡
を
計
画
。

山
橋
正
男
議
員

町
民
会
館

駐
車
場
を
舗
装

山
中
教
育
次
長

林
道
加
枝

ケ
谷
横
倉
線
は
予
定
の
目
的
地

ま
で
完
了
す
る
か
。

斎
藤
政
広
議
員

林
道
加
枝
ケ
谷
横
倉
線

　
　
以
前

か
ら
事
業
費
が
少
な
く
延
長
は

伸
び
て
い
な
い
。

　
今
回
地
域
活
性
化
の
補
助
金

で
30
誡
を
計
画
し
て
い
る
。

　
全
体
計
画
は
１
５
０
０
誡
で

５
１
１
誡
が
施
工
済
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
ｍ
の
う
ち 

　
ｍ
完
了

1500

511

小
田
産
業
建
設
課
長

平成20年度補正予算

一 般 会 計
簡 易 水 道
下 水 道
国民健康保険
介 護 保 険
後期高齢者医療
土 地 取 得

会計名 補正額 総額

特
別
会
計

2億1333万円
△ 90万円
△ 98万円

△ 8072万円
△ 468万円
168万円
0.1万円

40億0487万円
1574万円

1億8726万円
8億1123万円
9億1461万円
9808万円
23万円



円
滑
な
運
営
の
た
め

従
事
者
の
処
遇
改
善

社
協
へ
の
寄
付
金

税
額
控
除
の
対
象

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
っ
た
ぜ
よ

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

外
出
で
気
分
も
は
れ
ば
れ
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介
護
保
険
事
業
を
健
全
か
つ

円
滑
に
運
営
す
る
た
め
、
基
金

（
貯
金
）
を
設
け
る
。

　
積
み
立
て
る
金
額
は
、
毎
年

度
の
剰
余
金
を
積
み
立
て
る
。

（
４
月
１
日
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

　
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
る
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
や
介
護

保
険
料
の
急
激
な
上
昇
分
の
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
、
国
か
ら

の
交
付
金
を
積
み
立
て
る
。
（
公

布
の
日
か
ら
平
成
２４
年
３
月
３１

日
ま
で
の
期
限
付
き
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

　
昭
和
４４
―
５４
年
度
ま
で
中
学

校
の
寄
宿
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
、

昭
和
５５
年
度
か
ら
町
内
児
童
生

徒
の
宿
泊
合
宿
施
設
と
し
て
活

用
。
昭
和
６３
年
度
に
閉
鎖
。

　
そ
の
後
、
高
齢
者
学
習
施
設

と
し
て
再
開
し
た
が
、
老
朽
化

に
よ
り
危
険
建
物
と
な
る
。

　
平
成
１４
年
度
に
財
産
処
分
の

手
続
き
を
完
了
し
、
今
回
国
の

交
付
金
事
業
で
取
り
壊
す
。

（
賛
成
・
全
員
）

　
住
民
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

金
は
税
額
の
控
除
対
象
と
す
る
。

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

　
１
号
被
保
険
者
（
６５
歳
以
上
）

の
保
険
料
が
月
額
２
０
０
円
上

が
り
、
基
準
額
（
第
４
段
階
）

で
４
５
２
８
円
と
な
る
。

【
１６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】

　
た
だ
し
、
前
年
度
の
合
計
所

得
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の
合

計
が
８０
万
円
以
下
の
第
４
段
階

の
人
は
基
準
額
の
８５
％
が
軽
減

さ
れ
る
。
（
４
月
１
日
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

介介 護保険料

護
基
金
の
積
み
立
て

月200円アップ

基
準
額  

　
円

　
統
計
法
の
改
正
に
伴
い
、
国

な
ど
が
行
う
統
計
調
査
で
保
有

す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、

統
計
法
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
町
の
個
人
情
報
保
護

条
例
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。
（
４

月
１
日
施
行
）（

賛
成
・
全
員
）

　
国
民
健
康
保

険
税
額
に
お
け

る
介
護
納
付
金

の
課
税
限
度
額

を
９
万
円
か
ら

１０
万
に
上
げ
る
。

（
４
月
１
日
施

行
）

（
賛
成
・
全
員
）

国保税
介護納付金の限度額を増額

学習センターの取り壊し

昔はいっぱい子どもがおったけんどねえ

（65歳以上）

4528

討
論
討
論



役
場
の
仕
事
が

5
時
１５
分
ま
で
に
過
疎
計
画
の
変
更 

幼
稚
園
の
耐
震
化
な
ど
を

新
た
に
計
画

　
　（
平
成
１７
―
２１
年
度
）

公
園
は
み
ん
な
の
憩
い
の
場
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幼
稚
園
長
の
報
酬
は
、
２０
年
度
ま
で
は
越
知
小
学
校
の
校
長

が
月
額
９
７
０
０
円
で
園
長
を
兼
ね
て
い
た
が
、
２１
年
度
か
ら

週
３
日
の
専
任
非
常
勤
と
し
、
報
酬
月
額
を
１５
万
円
に
改
め
る

こ
と
の
改
正
案
は
、
賛
成
２
人
・
反
対
９
人
で
否
決
し
た
。

　
町
の
財
政
も
厳
し
い
中
、
幼
児
教
育
も
大
事
だ
が
、
ほ
か
の

方
法
を
再
考
す
る
べ
き
だ
。

賛
成
２
・
反
対
９
で
否
決

幼
稚
園
長
の
報
酬
改
正
案

　
非
常
勤
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
問
題
に
、
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
。

　公園として３．８覿しか載っていないため、旧馬場の

分の１．３覿を加えた５．１覿の河川敷地を公園として占

用することを県に申請する。（賛成・全員）

宮ノ前公園の河川敷占用
 

反
対 

（
藤
原
俊
夫
議
員
）

 

賛
成  

（
岡
林
学
議
員
）

　
四
国
部
品
株
式
会
社
に
貸
し
て
い
る
町
有
地
の
貸
付
料
金
を
年

額
４
９
０
万
円
か
ら
３
５
０
万
円
に
引
き
下
げ
る
。（

賛
成
・
全
員
）

四
国
部
品
へ
の

貸
付
料
金
を
下
げ
る

●
四
国
部
品
譁（
３
月
議
会
時
点
）

 

従
業
員
は
１
３
１
人
で
そ
の
う
ち

越
知
町
民
は
５７
人
。

 

世
界
的
不
況
に
よ
り
、
主
要
取
引

先
の
販
売
不
振
で
受
注
減
と
な
り
、

通
常
の
休
日
に
加
え
金
曜
日
も
休
日

に
し
、
早
期
定
年
退
職
の
勧
奨
や
期

間
従
業
員
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
。

町
有
地
貸
し
ま
す

　
野
菜
や
花
の
栽
培
に

　
　
（
借
地
料
は
タ
ダ
）

　
越
知
字
大
荒
丙
（
坂
折
橋
の

下
、
横
倉
側
）
の
町
有
地
５
０

７
・
３
平
方
誡
を
、
30
平
方
誡

を
１
区
画
と
し
て
、
農
業
者
以

外
の
人
が
野
菜
や
花
の
栽
培
を

通
し
て
自
然
に
ふ
れ
合
い
、
農

業
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
無
償
で
貸
し
付
け
る
。

　
今
回
は
、
３
人
の
町
民
に
そ

れ
ぞ
れ
１
区
画
を
貸
す
。

（
賛
成
・
全
員
）

　
４
月
１
日
か
ら
職
員
の
一
日

の
勤
務
時
間
を
８
時
間
か
ら
７

時
間
４５
分
に
改
め
る
。

　
役
場
は
午
後
５
時
１５
分
ま
で

と
な
る
。

（
賛
成
・
全
員
）

　
林
道
白
石
横
倉
線
、
町
道
野

老
山
中
村
線
、
町
道
筏
津
線
、

町
道
今
成
深
瀬
線
、
町
道
越
知

今
成
線
な
ど
の
新
設
・
改
良
・

舗
装
工
事
。

　
日
ノ
浦
へ
リ
ポ
ー
ト
、
野
老

山
中
村
集
会
所
、
幼
稚
園
耐
震

補
強
工
事
な
ど
。

　
そ
の
他
、
計
画
年
度
や
事
業

費
、
規
模
な
ど
の
一
部
変
更
。

（
賛
成
・
全
員
）

☆  

　
　
☆

討
論
討
論
討
論
討
論
討
論



一
般
質
問
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
は
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
防

止
や
洪
水
の
防
止
、
水
源
か
ん

養
、
国
土
保
全
な
ど
に
大
き
く

役
立
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
交
付
金
や
集
落
組
織

を
活
用
し
た
独
自
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
農
業
生
産

活
動
に
必
要
不
可
欠
な
制
度
で

あ
り
、
恒
久
的
な
制
度
と
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

【
提
出
先
】
総
理
・
農
林
水
産

の
各
大
臣
・
高
知
県
知
事

提
出
者
　
岡
林
学
議
員

　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
議
長
の
提
案
で
は
、

コ
メ
の
輸
入
が
現
在
の
７７
万
ト

ン
か
ら
１
１
４
万
ト
ン
に
増
え
、

更
な
る
低
米
価
が
予
想
さ
れ
、

日
本
農
業
は
壊
滅
と
な
る
。

　
稲
作
を
中
心
と
し
た
日
本
農

業
の
役
割
を
再
認
識
し
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
議
長
案
を
拒
否
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

【
提
出
先
】
総
理
・
農
林
水
産
・

外
務
・
産
業
経
済
の
各
大
臣

　
全
国
バ
ラ
バ
ラ
の
最
低
賃
金

制
度
を
一
律
に
し
て
大
幅
に
引

き
上
げ
る
こ
と
。

【
提
出
先
】
衆
参
両
院
議
長
・

総
理
・
厚
生
労
働
の
各
大
臣
・

高
知
労
働
局
長

 道路整備の凍結や遅れは許されない（高知西バイパス）

提出者　片岡久一郎議員

中山間農地を守る
　　　　　恒久的制度を

「命の道」の整備

中山間農地を守る
　　　　　恒久的制度を

農
家
は
う
ま
い
コ
メ
づ
く
り
に
必
死
や
き

日
本
農
業
の

役
割
を
認
識
せ
よ

日
本
農
業
の

役
割
を
認
識
せ
よ

最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ

「命の道」の整備
提
出
者
　
山
橋
正
男
議
員

　
労
働
者
の
職
業
を
安
定
さ
す

た
め
、
財
界
、
大
企
業
に
派
遣

社
員
や
期
間
社
員
の
解
雇
を
や

め
さ
せ
、
失
業
者
の
生
活
と
再

就
職
へ
の
支
援
を
行
い
、
正
規

雇
用
の
た
め
の
中
小
企
業
へ
の

補
助
金
制
度
を
設
け
る
こ
と
。

　
政
府
の
責
任
で
、
若
者
や
高

齢
者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど

の
雇
用
の
場
を
つ
く
る
こ
と
。

【
提
出
先
】
衆
参
両
院
議
長
・

総
理
・
厚
生
労
働
の
各
大
臣
・

高
知
労
働
局
長

失
業
者
の
生
活
と

再
就
職
支
援
を

失
業
者
の
生
活
と

再
就
職
支
援
を

提
出
者
　
岡
林
幸
政
議
員

　
労
働
や
社
会
保
障
分
野
で
、

貧
困
を
防
止
し
、
貧
困
か
ら
救

い
出
す
社
会
の
仕
組
み
を
つ
く

る
た
め
、
社
会
保
障
関
係
費
の

削
減
方
針
を
撤
回
し
、
労
働
者

の
雇
用
条
件
を
改
善
し
、
年
金

や
生
活
保
護
な
ど
の
社
会
保
障

制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

【
提
出
先
】
衆
参
両
院
議
長
・

総
理
・
厚
生
労
働
の
各
大
臣

【
提
出
先
】
総
理
・
財
務
・
国

土
交
通
・
総
務
の
各
大
臣

　
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
の
「
命
の
道
」
を
計

画
的
に
整
備
す
る
た
め
、
未
改

良
率
が
高
い
地
方
に
、
道
路
予

算
を
重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
。

労
働
者
を
貧
困

か
ら
救
え

労
働
者
を
貧
困

か
ら
救
え

提
出
者
　
武
智
龍
議
員

提出者　斎藤政広議員

意見書
　3月定例会では、6件の意見書を全会一致で可決し、関係大

臣等へ提出しました。



情報格差

情
報
社
会
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

費
用
対
効
果
を
見
て
検
討
／
町
長

　
　
こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
急
務

だ
が
、
自
治
体
お
よ
び
町
内
の

情
報
格
差
と
課
題
に
つ
い
て
、

今
後
の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

【
19
謨
に
関
連
記
事
】

　
　
　
　
　
格
差
を
な
く
す
た

め
の
整
備
は
大
事
だ
。

　
費
用
対
効
果
の
面
で
「
即
や

る
」
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後

検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
づ
く
り
は
、

国
が
関
与
し
て
整
備
し
た
が
、

県
庁
か
ら
遠
い
市
町
村
は
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
（
高
速
大
容
量
通
信
）

の
未
整
備
地
域
が
多
く
、
都
市

部
と
地
方
で
は
大
き
な
情
報
格

差
が
あ
る
。

　
本
町
も
市
街
地
か
ら
半
径
４

―
５
キ
ロ
の
範
囲
で
は
高
速
通

信
が
利
用
で
き
る
が
、
そ
れ
以

上
離
れ
た
ら
速
度
の
遅
い
回
線

し
か
利
用
で
き
ず
、
町
内
に
も

格
差
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
が
新
た
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
対
策
に
向
け
て
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

　
　
　
　
　
　
公
民
館
活
動

な
ど
に
も
高
速
通
信
が
必
要
と

な
る
の
で
、
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
家

は
家
に
居
な
が
ら
、
取
引
や
価

格
の
設
定
が
で
き
る
な
ど
、
大

変
画
期
的
な
こ
と
だ
。

 

　
　
　
　
　
　
　
障
害
の
あ

る
人
な
ど
に
は
、
災
害
時
の
支

援
が
必
要
で
、
現
在
明
治
地
区

で
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
を
作
っ

て
い
る
。
３
年
ぐ
ら
い
で
町
全

体
の
支
援
体
制
を
作
り
た
い
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境

行
政
に
お
い
て
、
複
数
の
情
報

を
共
有
で
き
る
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

武智　龍　議員
たけち　  りゅう

問

空
き
地
と
な
っ
た
越
知
駅
跡
地

報告書の内容と成果
再検討を指示／町長

越
知
駅
跡
地

　
　
旧
Ｊ
Ｒ
越
知
駅
跡
地
活
用

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し

た
報
告
書
に
は
「
ま
ち
の
駅
」

と
あ
る
が
、
内
容
と
成
果
は
ど

う
か
。

問

　
　
　
　
　
　
抽
象
論
的
な
と

こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
た
の
で
、

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
情
報
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
再
度
検
討

す
る
よ
う
指
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
道
の

駅
」
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
「
ま

ち
の
駅
」
と
い
う
名
称
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
４
月
か
ら
観
光
協
会
に
１
人

増
員
す
る
の
で
、
新
し
い
建
物

が
で
き
る
ま
で
の
間
、
勉
強
し

て
も
ら
い
力
を
発
揮
し
て
い
た

だ
く
。

　
将
来
に
は
法
人
化
の
構
想
で

進
ん
で
い
る
。

農
業
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の

可
能
性

　
　
農
作
業
ヘ
ル
パ
ー
は
産
業

振
興
計
画
を
推
進
す
る
上
で
も

後
か
ら
支
え
る
作
業
と
し
て
必

要
だ
。

 

取
り
組
み
は
早
い
ほ
ど
成
果

は
上
が
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
実

施
の
可
能
性
は
。

問

　
　
幼
稚
園
教
諭
の
研
修
機
会

の
体
制
は
ど
う
な
っ
た
。

　
　
臨
時
講
師
の
予
算
計
上
を

し
て
い
る
。
幼
児
期
の
教
育
は

重
要
で
あ
り
研
修
を
積
ん
で
指

導
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　
　
21
年
度
の
教
育
は
ど
こ
に

重
点
を
置
く
か
。

　
　
全
教
員
の
研
修
で
指
導
力

の
向
上
や
保
・
幼
・
小
・
中
の

連
携
強
化
を
図
る
。

問答答 問

参
入
で
き
る
か
疑
問

そ
の
他
の
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

おち町議会だよりNo.8811

吉
岡
町
長

大
原
総
務
課
長

藤
原
住
民
課
長

小
田
産
業
建
設
課
長

西
森
教
育
長

吉
岡
町
長

小
田
産
業
建
設
課
長

吉
岡
町
長

　
　
　
　
　
　
現
在
、
国
や
県

の
補
助
事
業
は
な
い
。

　
シ
ル
バ
ー
だ
け
で
な
く
農
家

は
毎
年
同
じ
人
を
雇
っ
て
い
る
。

長
い
付
き
合
い
と
信
用
が
あ
り
、

新
た
に
制
度
を
作
っ
て
も
入
り

込
め
る
か
疑
問
だ
。
も
う
少
し

研
究
し
た
い
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助

事
業
が
で
き
れ
ば
検
討
す
る
が
、

町
単
独
で
は
財
政
事
情
も
あ
り

難
し
い
。

小
田
産
業
建
設
課
長

山
本
環
境
水
道
課
長



問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
県
の
産
業
振
興
計
画
の
地

域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
仁

淀
川
流
域
に
３５
項
目
の
重
点
施

策
が
あ
る
。

　
本
町
は
、
基
幹
農
産
物
や
薬

用
作
物
、
木
材
産
業
の
振
興
、

お
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
Ｊ
Ｒ
越

知
駅
跡
地
の
活
用
、
仁
淀
川
流

域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
な
ど
が

あ
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　
　
　
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
実
行
に
、
課
長
補
佐
１
人
と

職
員
１
人
を
担
当
に
す
る
。

　
薬
用
作
物
は
、
山
椒
と
ミ
シ

マ
サ
イ
コ
の
拡
大
。

　
お
茶
は
品
質
の
向
上
と
仕
上

げ
茶
の
生
産
量
を
８
％
か
ら
１５

％
に
伸
ば
す
。

　
林
業
は
、
譁
ソ
ニ
ア
を
核
と

し
て
、
県
と
力
を
合
わ
せ
て
拡

販
に
取
り
組
む
。

　
Ｊ
Ｒ
越
知
駅
跡
地
は
、
高
吾

北
地
区
の
城
に
し
た
い
が
、
報

告
書
の
見
直
し
を
指
示
し
た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
最
終
的
に

は
世
界
遺
産
を
考
え
て
い
る
。

岡林　学　議員

　
　
自
主
防
災
に
は
積
極
的
だ

が
、
２１
年
度
の
計
画
と
訓
練
で

の
行
政
の
関
わ
り
は
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
と
の
連
携

が
重
要
だ
が
、
話
し
合
い
は
し

て
い
る
か
。

　
桐
見
川
地
区
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
計
画
は
。

問

　
　
　
　
　
　
　
　
２０
年
度
は

桑
薮
、
鎌
井
田
、
８
区
、
五
味
、

日
ノ
浦
・
清
助
、
野
老
山
が
組

織
化
し
た
。

　
２１
年
度
は
、
町
中
心
部
を
重

点
に
１０
組
織
を
計
画
し
て
い
る
。

　
年
１
回
以
上
の
訓
練
や
学
習

会
で
防
災
力
を
高
め
て
も
ら
い

た
い
。

　
事
前
に
連
絡
し
て
も
ら
え
ば

消
防
署
の
協
力
要
請
や
講
師
の

手
配
を
行
う
。

　

 

　
　
　
　
　
　
　
災
害
時
の

救
護
計
画
で
は
、
北
島
病
院
、

山
崎
外
科
病
院
、
前
田
病
院
を

救
護
病
院
と
し
て
い
る
。

　
救
護
所
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て

も
ら
う
計
画
で
あ
る
。

　
救
護
訓
練
は
中
央
西
保
健
所

管
内
で
行
っ
て
お
り
、
大
規
模

な
災
害
も
想
定
し
、
連
携
を
強

め
て
い
く
。

 

　
　
　
　
　
桐
見
川
地
区
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
最
適
な
場
所

が
あ
れ
ば
早
く
整
備
し
た
い
。

 おかばやし　まなぶ

アクションプランに
　　　どう取り組む
担当職員を２人配置／町長

産
業
振
興
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
町
単
独
の

事
業
は
少
な
く
流
域
で
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
む
。

　
間
伐
は
県
の
補
助
事
業
を
取

り
入
れ
る
。

　
お
茶
は
２０
年
度
か
ら
ブ
ラ
ン

ド
化
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
や
関
西

方
面
へ
の
売
り
込
み
を
始
め
て

お
り
、
２１
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の

町
で
支
援
の
予
算
化
を
し
て
い

る
。

元気に農作業のお手伝い

自主防災組織

２１
年
度
の
組
織
結
成
は

 

町
中
心
部
に
１０
組
織
を
計
画
／
総
務
課
長

一
般
質
問

み
ん
な
で
防
災
意
識
を
高
め
る
（
日
ノ
浦
・
清
助
地
区
）

おち町議会だよりNo.88 12

小
田
産
業
建
設
課
長

吉
岡
町
長

●
ジ
オ
パ
ー
ク

　
科
学
的
に
貴
重
で
、
美
し

い
地
質
遺
産
を
複
数
含
む
一

種
の
自
然
公
園
。

　
地
球
科
学
の
普
及
や
観
光

の
対
象
と
し
て
地
域
の
活
性

化
を
目
指
す
。

【
15
謨
に
関
連
記
事
】

大
原
総
務
課
長

藤
原
住
民
課
長

吉
岡
町
長

岡
林
議
員
の
質
問
は

次
の
ペ
ー
ジ
上
段
へ

続
き
ま
す
。



 
　
　
　
　
　
　
　
２２
年
度
に

設
計
、
２３
―
２４
年
度
に
工
事
を

行
う
予
定
で
、
約
３
億
２
０
０

０
万
円
の
経
費
だ
が
、
財
源
が

あ
れ
ば
単
年
度
で
行
い
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
無
線
は
双
方
向
通

信
や
文
字
表
示
で
の
情
報
通
知

が
で
き
る
が
、
電
波
が
弱
い
の

で
中
継
局
の
増
設
や
再
送
信
子

局
の
建
設
費
が
掛
か
る
。

　
聞
こ
え
な
い
所
に
は
戸
別
受

信
機
を
貸
す
。

　
本
町
は
、
黒
潮
町
に
比
べ
携

帯
電
話
や
地
デ
ジ
に
支
障
が
あ

る
地
域
は
少
な
く
、
環
境
が
大

き
く
違
う
の
で
そ
ぐ
わ
な
い
。

　
過
去
の
災
害
で
、
有
線
が
使

え
な
か
っ
た
教
訓
が
あ
っ
て
無

線
化
し
て
お
り
、
ケ
ー
ブ
ル
を

使
う
こ
と
に
は
防
災
面
か
ら
考

え
る
と
疑
問
だ
。

トイレの水洗化を急げ
早期に合併浄化槽にする／町長

防
災
無
線
の

　
設
備
変
更
は

　
　
　
　
　
　
本
町
の
公
衆
ト

イ
レ
は
、
す
べ
て
水
洗
化
を
進

め
て
き
て
お
り
、
こ
こ
は
懸
案

と
な
っ
て
い
た
。

　
水
洗
化
の
要
望
は
聞
い
て
い

る
の
で
、
合
併
浄
化
槽
で
早
く

す
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

 

　
　
　
　
　
　
　
総
合
運
動

場
に
は
一
塁
側
と
南
側
、
グ
ラ

ン
ド
入
り
口
の
３
カ
所
あ
り
、

費
用
は
３
カ
所
で
１
３
４
０
万

円
掛
か
る
。

　
国
の
新
た
な
制
度
が
あ
る
と

聞
く
の
で
、
予
算
の
許
す
範
囲

で
順
次
整
備
し
た
い
。

一
般
質
問

　
　
防
災
無
線
は
設
置
か
ら
２６

年
に
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
へ

の
設
備
変
更
を
予
定
し
て
い
る

が
、
計
画
と
経
費
は
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
と
、
聞
こ

え
に
く
い
地
域
が
多
く
な
る
と

聞
く
が
対
応
は
。

　
黒
潮
町
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を

全
世
帯
へ
引
き
、
高
速
通
信
網

で
の
防
災
告
知
や
行
政
情
報
の

双
方
向
通
信
、
携
帯
電
話
、
地

デ
ジ
の
視
聴
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
・
ゼ
ロ
地
域
（
高
速
で
大
容

量
の
情
報
通
信
が
で
き
な
い
地

域
）
解
消
な
ど
の
情
報
格
差
の

解
消
を
進
め
て
い
る
が
、
本
町

で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
１９
謨
に
関
連
記
事
】

　 問

23
―
24
年
に
デ
ジ
タ
ル
化

大樽の滝

駐
車
場
対
岸
の
崩
壊
対
策

放
置
す
れ
ば
二
次
災
害
も

　
　
　
　
　
／
産
業
建
設
課
長

　
　
大
樽
の
滝
、
駐
車
場
対
岸

が
崩
れ
、
土
砂
が
川
に
堆
積
し

て
流
れ
を
ふ
さ
い
で
い
る
。

　
台
風
や
集
中
豪
雨
で
大
き
な

崩
落
が
起
こ
れ
ば
、
駐
車
場
に

あ
る
ト
イ
レ
を
直
撃
す
る
。

　
ま
た
、
山
の
上
部
に
あ
る
水

路
へ
の
影
響
も
予
測
さ
れ
る
が
、

対
応
は
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
二
次
災
害
も

予
測
さ
れ
る
の
で
、
県
か
ら
は

状
況
を
把
握
し
た
上
で
対
応
し

た
い
と
回
答
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
現
地
は
、
地
権
者

の
了
解
が
得
ら
れ
ず
そ
の
ま
ま

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
県
の
管
理
河
川
で
あ
り
、
県

と
話
し
合
っ
て
解
決
策
を
探
し

た
い
。

問地
権
者
の
了
解
得
ら
れ
ず 西川　晃　議員

 にしがわ  　あきら

総
　
　
合

グ
ラ
ン
ド

　
　
町
民
総
合

運
動
場
の
グ
ラ

ン
ド
の
ト
イ
レ

は
汲
み
取
り
式

で
、
利
用
者
か

ら
水
洗
化
の
強

い
要
望
が
あ
る
。

　
学
童
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
な
ど

多
く
の
ス
ポ
ー

ツ
が
行
わ
れ
て

お
り
、
子
ど
も

や
保
護
者
な
ど

が
ト
イ
レ
の
使

用
に
困
っ
て
い

る
。
水
洗
化
で

き
な
い
か
。

問

　
　
　
　
　
　
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
で
、
感
謝
と
と
も
に
今

後
も
美
化
を
図
り
た
い
。

庁
舎
の
美
化

　
　
役
場
前
の
花
壇
に
来
庁
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
和
ま

せ
る
花
を
植
え
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
ど
う
思

う
か
。

　 問感
謝
し
て
い
る

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

安心して使える施設に

戸別受信機で正確な情報
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問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
楠
神
の
レ
ス
ト
ラ
ン
跡
地

に
計
画
し
て
い
た
総
合
交
流
拠

点
施
設
整
備
事
業
が
中
止
に
な
っ

て
い
る
が
、
各
地
区
や
関
係
団

体
が
話
し
合
っ
た
計
画
で
あ
り
、

水
気
耕
栽
培
の
施
設
も
含
ま
れ

て
い
た
。

　
農
家
は
新
し
い
農
業
を
期
待

し
て
い
た
が
、
農
業
政
策
の
後

退
で
は
な
い
か
。

　
計
画
の
た
め
に
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
支
払
っ
た
委
託
料
が
無

駄
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

 
　
　
　
　
こ
の
事
業
は
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
で
平
成

１７
―
２１
年
の
間
に
予
定
し
て
い

た
が
、
こ
の
期
間
に
で
き
な
か
っ

た
訳
で
、
や
め
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

　
越
知
道
路
の
計
画
も
あ
り
、

一
定
の
方
向
付
け
が
で
き
る
ま

で
凍
結
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
農
業
分
野
で
整
備

を
考
え
て
い
る
の
で
、
委
託
料

は
無
駄
で
は
な
い
。

大川　信輝　議員

　
　
妊
産
婦
健
診
１４
回
の
無
料

化
の
実
施
は
。

　
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
３

人
以
上
子
ど
も
の
い
る
家
庭
の

３
子
以
降
３
歳
未
満
の
保
育
料

の
無
料
化
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
が

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
が
、

小
学
校
卒
業
ま
で
無
料
化
に
で

き
な
い
か
。

問

　
　
　
　
　
　
　
　
妊
産
婦
健

診
の
１４
回
無
料
化
は
２
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

　
保
育
料
の
無
料
化
は
、
１８
歳

未
満
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る

家
庭
で
、３
人
目
以
降
３
歳
未
満

が
対
象
で
、早
い
時
期
に
実
施
で

き
る
と
思
う
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
は
、
現
在

就
学
前
ま
で
無
料
で
あ
る
が
、

小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
と

財
源
が
必
要
で
、
す
ぐ
に
は
無

理
で
あ
る
。

おおかわ　　のぶ　き

レストラン跡地の整備農
業
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
物

は
２
階
建
て
で
普
通
車
が
７
台

駐
車
を
検
討
し
て
い
る
。

　
物
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

活
用
し
た
い
。

　
町
情
報
の
収
集
や
提
供
、
体

験
型
観
光
の
受
け
入
れ
、
産
業
・

福
祉
の
拠
点
、
環
境
の
保
全
な

ど
、
町
の
新
し
い
顔
と
し
て
の

情
報
基
地
と
地
域
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
て
、
将
来
は
法
人

化
を
目
指
す
。

　
３
月
末
に
は
計
画
が
ま
と
ま

り
、
４
月
以
降
は
検
討
委
員
会

が
実
行
委
員
会
に
変
わ
っ
て
中

身
の
濃
い
も
の
に
な
る
。

手厚い支援でみんな健康

子育て支援

保
育
料
や
医
療
費
の
無
料
化

早
い
時
期
に
実
施
し
た
い
／
住
民
課
長

　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
は
、

安
心
し
て
住
め
る
環
境
を
作
る

た
め
に
必
要
と
思
う
の
で
、
今

後
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

安
心
生
活
に
必
要

　
　
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
事
業
の
効
果
は
。

　
　
道
路
補
修
や
庁
舎
の
耐
震

工
事
な
ど
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ

た
も
の
が
整
備
で
き
る
。

　
　
定
額
給
付
金
の
配
付
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
。

　
　
４
月
上
旬
か
ら
受
け
付
け

て
、
基
本
的
に
は
世
帯
主
の
口

座
に
振
り
込
む
。

問答答 問

そ
の
他
の
質
問

越
知
駅
跡
地
の

規
模
と
用
途

　
　
旧
Ｊ
Ｒ
越
知
駅
跡
地
に
計

画
し
て
い
る
「
ま
ち
の
駅
」
（
仮

称
）
の
建
物
の
規
模
と
用
途
は
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
に
太
陽
光

発
電
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
の
新
し
い
顔

　
　
　
　
　
　
　
太
陽
光
発
電

は
国
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
費

用
と
効
果
を
調
査
し
て
実
施
し

た
い
。

太
陽
光
発
電
を
調
査

問一
般
質
問

方向付けができるまで凍結
／町長
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一
般
質
問

 
花
づ
く
り
で
潤
い
あ
る
暮
ら
し

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

公園づくりで
　　　生きがい生活
資材や肥料の提供で応援

／町長

　
　
　
　
　
　
　
町
の
あ
ち
こ

ち
で
の
心
が
癒
や
さ
れ
る
取
り

組
み
は
承
知
し
て
い
る
。

　
財
政
は
厳
し
い
が
、
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
支
給
や
舗
装
、
作
業

班
の
派
遣
、
ト
イ
レ
の
改
修
な

ど
で
応
援
し
た
い
。

 

　
　
　
　
　
佐
之
国
、小
日
浦
、

谷
ノ
内
、
日
ノ
浦
な
ど
の
取
り

組
み
に
、
資
材
・
肥
料
の
提
供
、

ト
イ
レ
設
置
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

整
備
、
植
栽
な
ど
の
応
援
を
し

て
い
る
。

 

　
　
　
　
　
　
　
集
落
支
援

員
は
、
２１
年
度
桐
見
川
地
区
で

週
２
日
、
３
カ
月
分
の
雇
用
を

予
算
化
し
て
い
る
。

　
職
員
が
関
わ
り
な
が
ら
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
検
討
、
集
落
点
検
、

結
果
の
話
し
合
い
を
行
い
、
住

民
と
町
共
同
に
よ
る
活
性
化
の

方
向
性
を
探
っ
て
い
く
。

　
そ
の
後
は
、
南
の
川
、
佐
之

国
、
堂
林
地
区
で
実
施
し
た
い
。

斎藤　政広　議員
さいとう　　 まさひろ

　
　
横
倉
山
は
日
本
最
古
の
化

石
産
地
で
あ
り
、
歴
史
・
伝
説

や
植
物
の
宝
庫
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
を
持
つ
山
で
あ
る
。

　
仁
淀
川
・
四
国
カ
ル
ス
ト
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
で
き

た
が
、
世
界
認
証
を
目
指
し
地

域
の
活
性
化
を
狙
う
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

す
る
の
か
。
【
１２
謨
参
照
】

　
ま
た
、
横
倉
山
の
案
内
板
整

備
や
新
た
な
散
策
道
の
整
備
、

ガ
イ
ド
要
請
は
考
え
て
い
る
か
。

　
町
職
員
は
、
率
先
し
て
年
に

一
度
く
ら
い
横
倉
山
に
登
り
勉

強
す
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
が
考
え
は
あ
る
か
。

問 ジオパーク

世
界
認
証
を
目
指
す
活
動

地
元
の
宝
を
知
り
意
識
高
揚
／
町
長

地
域
活
動

　
　
　
　
　
　
　
２０
年
度
は
、

老
朽
化
や
雷
な
ど
の
外
的
要
因

で
月
に
１
、
２
件
の
故
障
が
起

こ
っ
て
い
る
。

　
部
品
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、

業
者
か
ら
は
「
そ
ろ
そ
ろ
限
界
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
波
へ
の
移
行
は
、

国
庫
補
助
２
分
の
１
で
あ
と
は

起
債
を
充
て
る
計
画
で
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
波
は
、
音
声
だ
け

で
な
く
文
字
放
送
伝
達
な
ど
の

手
段
が
増
え
る
利
点
が
あ
る
。

防
災
無
線

反
省
点
を
生
か
せ

　
　
防
災
行
政
無
線
は
、
ど
の

程
度
故
障
を
し
て
い
る
の
か
。

　
新
し
い
施
設
に
す
る
場
合
の

財
源
は
。

　
同
じ
町
に
住
み
な
が
ら
、
放

送
が
聞
き
取
り
に
く
い
な
ど
の

格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
反
省
点
を
生
か
し
た
取
り
組

み
を
。

問デ
ジ
タ
ル
移
行
で
利
点
増

　
　
　
　
　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
は

県
の
産
業
振
興
計
画
に
も
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、
本
年
１
月

２１
日
に
佐
川
町
、
日
高
村
、
仁

淀
川
町
、
津
野
町
、
梼
原
町
、

本
町
の
６
町
村
で
協
議
会
を
設

立
し
た
。
本
町
に
は
博
物
館
も

あ
る
と
い
う
こ
と
が
目
玉
と
な
っ

て
い
る
。

　
２１
年
度
は
勉
強
会
、
研
究
会
、

住
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
。
２２
年
度

は
ガ
イ
ド
養
成
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
。
２３
年
度
は
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

　
地
元
の
宝
を
知
る
こ
と
で
住

民
の
意
識
高
揚
を
図
り
た
い
。

　
石
切
り
場
へ
の
新
し
い
散
策

道
は
早
急
に
考
え
た
い
。

 

　
　
　
　
　
　
職
員
の
横
倉

山
登
山
は
、
休
日
を
利
用
し
、

で
き
る
限
り
検
討
し
た
い
。

　
　
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
や
公
園

づ
く
り
、
花
木
植
栽
で
生
き
が

い
の
あ
る
老
後
を
お
く
っ
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
。

　
元
気
で
暮
ら
せ
ば
医
療
費
の

節
約
に
も
つ
な
が
り
、
町
の
経

費
節
減
に
も
な
る
。

　
道
路
舗
装
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

支
給
、
作
業
班
の
派
遣
な
ど
の

要
望
に
応
え
る
政
策
を
。

　
ま
た
、
苗
木
な
ど
も
多
く
配

り
、
花
づ
く
り
の
奨
励
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
集
落
支
援
員
の
そ
の
後
の
経

過
と
取
り
組
み
は
。

問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

岡林　幸政　議員
おかばやし　   ゆきまさ

問 財政状況

地
方
交
付
税
と
普
通
建
設
費

　
　
町
職
員
退
職
手
当
組
合
へ

の
負
担
金
の
不
足
額
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
近
年
、
退
職
者
が
少
な
い

た
め
、
負
担
金
よ
り
退
職
金
が

少
な
く
、
不
足
分
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

問答

そ
の
他
の
質
問

　
　
平
成
２１
年
度
の
地
方
交
付

税
と
普
通
建
設
費
は
、
昨
年
度

に
比
べ
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
ま
た
、
２１
年
度
の
税
収
の
見

込
み
額
は
。

 

　
　
　
　
　
　
　
２０
年
度
に

比
べ
、
普
通
交
付
税
は
２
・
９

％
減
と
な
る
が
、
臨
時
財
政
対

策
債
が
５５
・
３
％
増
え
て
い
る
。

合
わ
せ
て
０
・
６
％
の
増
と
な

る
。
不
確
定
要
素
の
あ
る
特
別

交
付
税
は
２０
年
度
の
１０
％
減
で

見
込
ん
で
い
る
。

　
こ
の
三
つ
を
合
わ
せ
る
と
６

２
０
万
円
の
減
額
で
０
・
３
％

の
減
と
な
る
。

　
普
通
建
設
費
は
、
２０
年
度
当

初
予
算
と
比
べ
８５
％
余
り
の
増

だ
が
、
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事

を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
除
く

と
２４
・
５
％
の
増
と
な
る
。

 

　
　
　
　
　
　
 
１９
―
２０
年

度
に
か
け
て
は
税
源
移
譲
が
あ

り
、
町
税
は
増
え
た
が
、
２１
年

度
は
少
し
減
る
。存続か廃止か

もう少し様子を見る／町長

譁
ソ
ニ
ア

　
　
株
式
会
社
ソ
ニ
ア
に
つ
い

て
、
昨
年
９
月
の
議
員
協
議
会

で
「
１２
月
末
ま
で
様
子
を
見
て
、

継
続
か
廃
止
か
判
断
す
る
」
と

言
っ
た
が
、
そ
の
後
は
。

　
　
　 

　
１２
月
以
降
、
思
っ

た
よ
り
落
ち
込
み
が
止
ま
っ
て

い
る
た
め
、
も
う
少
し
様
子
を

見
た
い
。

　
現
在
も
厳
し
い
状
況
は
変
わ

ら
な
い
が
、
努
力
し
て
赤
字
を

減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
２０
謨
に
関
連
記
事
】

問

　
　
　
　
　
　
　
本
町
の
国
民

健
康
保
険
税
は
、２０
年
７
月
１
日

の
デ
ー
タ
で
、１
人
当
た
り
７
万

６
０
９
０
円
、１
世
帯
当
た
り
１２

万
７
８
５
８
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
知
県
内
の
平
均
は
１
人
当

た
り
８
万
４
２
０
６
円
、
１
世

帯
当
た
り
１４
万
１
４
９
６
円
で
、

本
町
は
７
番
目
に
安
い
。

　
し
ば
ら
く
は
こ
の
ま
ま
推
移

す
る
と
思
う
。

国
保
税
と
介
護
保
険
料

　
　
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護

保
険
料
は
、
高
知
県
の
町
村
の

中
で
高
い
か
、
低
い
か
。

問

国
保
税
は
安
い

　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
料

は
、県
内
の
平
均
よ
り
若
干
高
い
。

【
８
謨
に
関
連
記
事
】

介
護
保
険
料
は
若
干
高
い

一
般
質
問

経
営
改
善
が
急
が
れ
る

交
付
税
は
減
、
建
設
費
は
８５
％
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
総
務
課
長
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大
原
総
務
課
長

北
添
税
務
課
長

吉
岡
町
長

北
添
税
務
課
長

藤
原
住
民
課
長

年度

H12－14（第1期）

H15－17（第2期）

H18－20（第3期）

H21－23（第4期）

保険料

3425円

4328円

4328円

4528円

県内平均

3141円

3647円

4313円

4391円

介護保険料（基準額）の推移

●株式会社ソニア
　仁淀川町と佐川町、越知町、金融機関、森林
組合が出資して設立した第三セクター。
　資本金は15億6750万円。
　仁淀川流域内の材木の育成管理、林産物の加
工販売や林道、作業道等の設計、施工監理など
を行い、林業の振興と若者の雇用対策、人材育
成を図る。4月15日時点の従業員は36人。



一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

寺村　晃幸　議員
てらむら　　 みつゆき

　
　
香
川
県
善
通
寺
市
に
自
衛

隊
第
１４
旅
団
と
い
う
部
隊
が
あ

る
。
こ
の
中
の
第
５０
普
通
科
連

隊
、
約
６
０
０
人
が
来
春
、
香

南
市
に
移
駐
し
て
く
る
予
定
で

あ
る
。

　
こ
の
際
、
南
海
地
震
や
大
規

模
災
害
を
想
定
し
た
消
防
団
・

自
衛
隊
・
住
民
一
体
の
防
災
訓

練
を
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
本
年
１
月
に
陸

上
自
衛
隊
第
１４
旅
団
長
か
ら
緊

急
着
陸
の
許
可
申
請
が
あ
り
、

町
内
４
カ
所
（
桑
薮
、
日
ノ
浦
、

野
老
山
、
越
知
）
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
使
用
を
許
可
し
た
。

　
今
後
、
自
衛
隊
と
の
つ
な
が

り
も
深
ま
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
国
交
省
や
県
が
毎
年

行
う
合
同
訓
練
に
も
自
衛
隊
が

参
加
し
て
い
る
。

　
せ
っ
か
く
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
で

き
て
、
県
や
県
警
の
ヘ
リ
が
使
っ

て
い
る
の
で
、
町
独
自
で
可
能

か
、
自
衛
隊
関
係
者
と
話
し
合

い
た
い
。

問

　
　
　
　
　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
看
板
も
あ
る
が
、
し

ば
ら
く
使
用
し
た
形
跡
は
な
く
、

ど
こ
が
管
理
し
て
い
る
の
か
は
っ

き
り
し
な
い
。

　
調
査
し
て
関
係
者
に
了
解
を

得
れ
ば
取
り
壊
し
た
い
。

集
会
所
の
取
り
壊
し

　
　
文
殊
様
駐
車
場
奥
に
廃
屋

同
然
の
多
目
的
集
会
所
「
老
若

荘
」
が
あ
る
。

　
景
観
上
好
ま
し
く
な
い
が
、

取
り
壊
し
は
で
き
な
い
か
。

問了
解
得
れ
ば
壊
す

　
　
越
知
道
路
の
１
キ
ロ
区
間

が
開
通
し
て
２
年
に
な
る
が
、

町
道
に
編
入
さ
れ
た
倉
良
か
ら

舟
戸
間
の
旧
国
道
は
、
以
前
は

草
刈
り
な
ど
も
や
っ
て
い
た
が
、

最
近
は
側
溝
や
路
面
に
落
葉
が

溜
ま
っ
て
い
る
。

　
定
期
的
な
見
回
り
を
し
て
管

理
す
る
べ
き
だ
。

　
町
道
大
平
線
と
大
平
内
野
線

は
、
林
道
の
開
設
工
事
の
大
型

車
両
が
通
行
し
路
面
が
傷
ん
で

い
る
。
補
修
で
き
な
い
か
。

問

自衛隊と消防団
　　住民一体の防災訓練
ヘリポートもあり関係者と話す／町長

防
災
活
動

道路管理

定
期
的
な
見
回
り
を

維
持
管
理
の
見
直
し
も
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
／
産
業
建
設
課
長

　
　
世
界
的
不
況
で
失
業
者
が

急
増
し
て
い
る
が
、
本
町
の
生

活
保
護
世
帯
は
何
世
帯
か
。

　
　
本
年
１
月
末
で
７４
世
帯
、

２０
年
７９
世
帯
、
１９
年
８０
世
帯
で
、

横
ば
い
状
況
で
あ
る
。

問答

そ
の
他
の
質
問

地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
道
路
を
維
持
管
理

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町

の
町
道
は
２
７
７
路
線
あ
る
。

　
道
路
工
夫
は
２４
路
線
に
付
け

て
、
路
面
整
備
や
草
刈
り
、
凍

結
防
止
剤
の
散
布
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
全
路
線
に
配
備
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
倉
良
―
舟
戸
間
は
、
大
雨
の

後
な
ど
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

作
業
班
や
業
者
で
対
応
す
る
。

　
今
後
は
高
齢
化
に
伴
い
、
道

路
工
夫
が
配
備
で
き
な
い
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
日
常
的
な

維
持
管
理
も
含
め
た
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
。

　
町
道
大
平
線
と
大
平
内
野
線

は
維
持
補
修
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
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吉
岡
町
長

藤
原
住
民
課
長

小
田
産
業
建
設
課
長



　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
６
人（
委
員
長
　
斎
藤
政
広
）は
、
２
月

１６
日
に
２０
年
度
に
行
っ
た
道
路
改
良
工
事
や
舗
装
工
事
、
防
災
対

策
、
農
業
支
援
事
業
な
ど
の
状
況
を
視
察
調
査
し
ま
し
た
。

　
野
老
山
へ
リ
ポ
ー
ト
は
舗
装

が
完
成
し
た
が
、
入
り
口
が
狭

く
救
急
車
な
ど
が
容
易
に
入
り

に
く
く
、
拡
幅
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
防
護
柵
が
で
き
な
い

た
め
、
進
入
車
両
な
ど
の
転
落

防
止
対
策
を
検
討
す
べ
き
だ
。

　
桑
薮
へ
リ
ポ
ー
ト
も
舗
装
が

完
成
し
た
が
、
周
辺
の
雑
草
を

防
ぐ
た
め
の
シ
ー
ト
が
非
常
に

不
安
定
で
、
ヘ
リ
の
離
発
着
で

舞
い
上
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
地
面
の
保
護
に
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
草
な
ど
の

植
栽
が
有
効
と
思
う
。

　
な
お
、
シ
ー
ト
は
処
分
せ
ず

に
再
利
用
す
る
こ
と
。

　
町
道
仲
川
内
線
は
大
変
狭
く

急
峻
な
道
路
で
あ
っ
た
が
、
見

違
え
る
ほ
ど
立
派
な
道
路
に
な
っ

て
い
る
。

　
山
室
線
は
安
価
な
工
法
で
延

長
を
伸
ば
し
て
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
引
き
続
き
全
線
改
良
に

向
け
事
業
推
進
を
期
待
す
る
。

 

林
道
栃
ノ
木
大
平
線
は
、
平

成
２２
年
度
完
成
に
向
け
工
事
が

進
ん
で
い
る
が
、
完
成
し
て
い

る
所
で
崩
れ
そ
う
な
法
面
が
あ

り
、
定
期
的
に
様
子
を
見
る
必

要
が
あ
る
。

　
開
通
し
た
ら
、
栃
ノ
木
か
ら

大
平
・
打
置
へ
の
通
行
が
予
想

さ
れ
、
町
道
大
平
線
の
狭
い
所

は
、
待
避
所
が
必
要
で
あ
る
。

　
桐
ノ
峠
取
水
堰
工
事
は
、
取

水
口
に
落
ち
葉
や
土
砂
の
目
詰

ま
り
が
で
き
な
い
特
殊
ス
ク
リ
ー

ン
を
採
用
し
、
水
源
地
ま
で
の

管
理
道
も
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
高
齢
化
が
進
む
他
の
地
域
に

も
、
水
源
地
の
確
保
や
維
持
管

理
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
施

設
の
普
及
を
望
む
。

　
後
山
の
生
姜
の
予
冷
庫
は
大

変
立
派
な
倉
庫
だ
が
、
倉
庫
ま

で
の
進
入
路
が
狭
い
。

　
生
姜
の
搬
入
・
搬
出
や
他
の

農
作
業
に
も
使
い
や
す
い
道
路

に
広
げ
る
こ
と
を
望
む
。

入
り
口
の
拡
幅
を

立
派
な
道
路
に

定
期
的
に

調
査
が
必
要

　

他
地
域
へ
普
及
を

進
入
路
が
狭
い

ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
改
善
点
あ
り

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

舗装が完成した桑薮へリポート

 

広
が
っ
た
仲
川
内
線

 

改
良
が
進
む
山
室
線

倉
庫
一
杯
の
生
姜

現在、シートは撤去
しています。

《
産
業
建
設
》
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野
老
山
へ
リ
ポ
ー
ト

仲
川
内
線

栃
ノ
木
大
平
線

桐
ノ
峠
取
水
施
設

後
山
生
姜
倉
庫



　総務教育常任委員会6人（委員長　武智龍）は、町の防災行政無線
のデジタル化に関連して、2月18日に幡多郡黒潮町を訪問し、情報
通信基盤整備事業の取り組みを学びました。【11，13詆に関連記事】

　
デ
ジ
タ
ル
波
は
、
屋
外
拡
声

施
設
か
ら
の
放
送
に
加
え
、
文

字
表
示
や
各
地
区
と
の
双
方
向

通
信
、
画
像
の
伝
送
な
ど
が
可

能
に
な
る
。
た
だ
し
、
ア
ナ
ロ

グ
に
比
べ
電
波
の
飛
び
が
弱
く
、

中
継
局
や
戸
別
受
信
機
が
今
以

上
に
必
要
と
な
る
。

　
黒
潮
町
の
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

（
高
速
大
容
量
通
信
網
）
の
環

境
を
平
成
２３
年
度
実
現
に
向
け

進
め
て
い
る
。

　
防
災
情
報
や
行
政
情
報
の
周

知
、
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
策
や

携
帯
電
話
の
不
感
知
地
域
の
解

消
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
整
備
し
て
情
報
格
差
の
解

消
を
図
る
。

　
告
知
端
末
機
を
全
世
帯
に
備

え
、
有
料
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
つ
な
げ
ば
、
地
デ
ジ
・
Ｃ
Ｓ
・

Ｂ
Ｓ
放
送
が
見
ら
れ
、
光
回
線

の
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
も
活
用
で
き
る
。

　
本
町
の
防
災
行
政
無
線
放
送

施
設
は
昭
和
５６
年
に
整
備
し
、

ア
ナ
ロ
グ
波
を
使
っ
て
い
る
。

　
役
場
を
親
局
と
し
て
６４
カ
所

の
屋
外
子
局
（
拡
声
機
）
か
ら

の
音
声
放
送
が
基
本
で
、
聞
こ

え
に
く
い
地
域
住
民
や
区
長
、

消
防
団
幹
部
に
は
戸
別
受
信
機

を
貸
し
出
し
て
い
る
。

　
整
備
か
ら
２５
年
以
上
が
経
ち
、

老
朽
化
に
よ
る
故
障
が
増
え
て

い
る
た
め
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ

ジ
タ
ル
波
へ
の
移
行
を
平
成
２３

年
度
か
ら
行
う
計
画
で
あ
る
。

黒潮町に学ぶ

高速通信で情報格差を解消

老
朽
化
に
よ
る
故
障

　
総
務
省
は
平
成
２２
年
度
ま
で

に
、
高
速
大
容
量
通
信
が
で
き

な
い
地
域
の
解
消
を
目
指
し
て

お
り
、
多
く
の
自
治
体
が
平
成

２３
年
７
月
の
テ
レ
ビ
ア
ナ
ロ
グ

放
送
停
止
ま
で
に
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
化
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
県
内
で
も
着
手
や
準
備
を
始

め
た
自
治
体
も
あ
り
、
本
町
も

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
だ
け

で
は
な
く
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

化
の
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
地
震
や
台
風
、
火
災
な
ど
の

一
刻
を
争
う
情
報
収
集
や
伝
達

に
加
え
、
町
内
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
瞬
時
に
得
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
特
に
、
農
林
漁
業
の
活
性
化

に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
市

場
や
直
販
所
の
売
り
上
げ
状
況

を
自
宅
や
携
帯
電
話
で
知
る
こ

と
や
特
産
品
を
自
宅
で
取
り
引

き
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
議
会
中
継
の
視
聴

や
医
療
機
関
や
保
健
セ
ン
タ
ー

で
の
健
康
診
断
や
健
康
体
操
を

自
宅
で
行
う
。
町
内
に
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
防
犯
や
防
災
対
策
。

　
学
校
間
で
の
交
流
授
業
や
公

開
授
業
な
ど
の
構
想
も
描
い
て

い
る
。

　
災
害
時
の
通
信
機
能
の
被
害

も
想
定
し
、
衛
星
携
帯
電
話
や

Ｆ
Ｍ
放
送
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
な
ど
で
補
う
手
段
も
考

え
て
い
る
。

　
１
０
０
年
に
一
度
の
災
害
対

策
も
重
要
だ
が
、
日
常
生
活
の

利
便
性
を
高
め
る
こ
と
も
重
要

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
苦
手
な
人
や
使
え
な
い
人
が
、

意
識
せ
ず
い
つ
の
間
に
か
使
っ

て
い
る
環
境
を
整
え
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

担当の松本さん、小橋さんの熱心な
取り組みが伝わった

デ
ジ
タ
ル
波
の
特
徴

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

（
高
速
大
容
量
通
信
）

を
２３
年
度
に
実
現

情
報
が
瞬
時
に

得
ら
れ
る
環
境

自
宅
で
特
産
品

の
取
り
引
き

　
　
　
　
　   
　 災

害
対
策
と

日
常
の
利
便
性

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

《
総
務
教
育
》

 早くて正確な情報伝達を学ぶ
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本
町
の
現
状
と
課
題

黒
潮
町
の
取
り
組
み

将
来
に
向
け
て



最優秀賞
優 秀 賞
〃
〃

入　　選
〃
〃
〃
〃
〃

奨 励 賞

福島県広野町議会
岩手県金ヶ崎町議会
宮崎県高千穂町議会
長崎県江迎町議会
岩手県雫石町議会
宮城県大郷町議会
宮城県七ヶ浜町議会
新潟県聖籠町議会
秋田県美郷町議会
高知県越知町議会
石川県津幡町議会ほか９町議会

毎
回
悩
み
な
が
ら
の
編
集

全国コンクール入賞議会

　
議
会
だ
よ
り
第
８４
号
（
平

成
２０
年
５
月
１
日
発
行
）
が
、

第
２３
回
町
村
議
会
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
応
募
総
数

２
０
１
町
村
の
中
か
ら
入

選
を
受
賞
し
、
２
年
連
続

の
ト
ッ
プ
１０
入
り
で
、
平

成
１７
年
度
か
ら
の
奨
励
賞

を
合
わ
せ
る
と
４
年
連
続

入
賞
で
す
。

　
最
近
は
、
本
町
の
知
名

度
も
上
が
り
、
広
島
県
や

香
川
県
、
京
都
府
な
ど
か

ら
議
会
広
報
委
員
が
視
察

来
町
さ
れ
て
い
ま
す
。

2年連続年連続
町村議会広報全国コンクール「入選」

特
別
会
計

会 計 名
一般会計

予 算 額 前年度比較

合 計

特別養護
老人ホーム
養護老人
ホ ー ム
知的障害者
更生施設
ふ る さと
市町村圏

8億8159万円

12億4083万円

1億2035万円

1億6295万円

3008万円

24億3580万円

△ 8．37％

△ 0．75％

1．38％

0．15％

326.67％

△ 2.60％

2年連続トップトップトップトップトップトップ1010

　
１
月
２７
日
に
は
、香
川
県
か
ら
６

町
議
会
３４
人
が
来
町
さ
れ
、活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

トップ
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救
急
出
動
が
１
３
５
８
件
で
、

昨
年
よ
り
１
７
２
件
減
っ
た
が
、

高
齢
者
の
搬
送
割
合
は
６８
・
６

％
と
過
去
５
年
間
で
最
も
多
く
、

管
内
で
は
２１
人
に
１
人
が
利
用

し
た
こ
と
に
な
る
。

　
火
災
出
動
は
１４
件
で
、
損
害

額
は
２
６
９
万
円
で
過
去
最
少

と
な
っ
た
。

救
急
車

２１
人
に
１
人
が
利
用

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
利
用
者
の

平
均
年
齢
は
８２
・
４
歳
で
、
要

介
護
者
の
増
加
と
認
知
症
が
進

み
、
介
助
な
し
の
生
活
者
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

　
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
、

重
複
申
し
込
み
も
含
め
２
１
８

人
と
な
っ
て
い
る
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム

認
知
症
が
進
む

　
し
尿
の
処
理
量
は
、
１
月
末

８
０
９
１
誅
誚
で
、
昨
年
同
時

期
と
比
べ
４
３
５
誅
誚
減
っ
た
。

浄
化
槽
汚
泥
は
４
８
４
９
誅
誚

で
２
１
１
誅
誚
増
え
た
。

　
ゴ
ミ
総
量
は
、
１
月
末
７
８

９
９
誦
で
、
昨
年
と
比
べ
３
６

１
誦
減
っ
た
。
佐
川
町
が
５３
％
、

越
知
町
が
２６
％
、
仁
淀
川
町
が

２１
％
の
比
率
で
、
総
量
の
約
１８

％
が
資
源
化
と
な
っ
た
。

ゴ
ミ
の
１８
％
が
資
源
化

定
例
会（
３
月
３
日
）

　
経
営
状
態
が
悪
化
し
て
い
る

譁
ソ
ニ
ア
の
経
営
改
善
に
向
け

て
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
」

の
利
子
分
２
３
０
０
万
円
を
補

助
す
る
。

【
１６
謨
に
関
連
記
事
】

譁
ソ
ニ
ア
に 

　
万
円

臨
時
会（
３
月
３１
日
）

2300

賛
成
５
・
反
対
４
で
可
決

平成21年度予算



　
平
成
20
年
度
に
事
業
化
が

決
ま
っ
て
い
た
が
、
用
地
問
題

が
解
決
し
な
か
っ
た
た
め
中
断

し
て
い
る
。

 
現
地
は
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の

た
め
早
期
改
良
の
要
望
が
強
く
、

解
決
に
向
け
た
対
策
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

 　限界集落は3月末で32地区となっている。
 人口6801人のうち、65歳以上の人が
39.2%と高齢化が進んでおり、水道の維持管
理や神社の祭り、地区の清掃などに困ってい
る地区もある。
 区の統合は、地域住民の思いが第一だが、
将来は考えなければならない状況である。

2年連続

追跡
No.19

西
浦
地
区
の
改
良
を
急
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
１９
年
１２
月
議
会
）

高齢化で
　区長のやり手不足
　　　　　　（平成19年3月議会）

小
野
国
昭
　
議
員
　
県
道
伊
野
仁
淀
線
の
桐
見
川
下
ノ
谷
の
橋

も
完
成
す
る
が
、西
浦
地
区
の
道
路
の
狭
い
個
所
の
改
良
を
急
げ

な
い
か
。

斎藤政広　議員　地域の高齢化が進み
区長のやり手が少なくなっている。将来は
区の統合も視野に入れているのか。

町長　対策に名案はないが、区長の後継
者がいなければいくつかで協力し合うしか
ない。
総務課長・住民課長　区長の平均年齢は
66.7歳。限界集落（65歳以上の人が半数
以上の集落）は29地区である。

産
業
建
設
課
長
　
１９
年
度
は
設
計
と
用
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

西
浦
は
、急
カ
ー
ブ
の
上
下
５０
誡
を
計
画
し
て
お
り
、２０
年
度
の

予
算
が
確
定
し
た
ら
具
体
的
に
分
か
る
。

事
業
化
に
向
け
調
査
中

地区の行事にも影響

トップトップトップ

地
区
の
会
合
も
参
加
者
が
減
っ
て
い
る

改
良
が
待
た
れ
る

用
地
が
未
解
決

協力し合うことも致し方ない
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処
理
状
況

処
理
状
況



21年度一般会計  6年ぶり増21年度一般会計  6年ぶり増

おいしいおいしいドーナツドーナツはいかがですかはいかがですかおいしいおいしいドーナツドーナツはいかがですかはいかがですかおいしいドーナツはいかがですか
加工グループ「横畠どんぐり」

　
江
戸
時
代
は
、
驚
く
ほ
ど
完
全
リ

サ
イ
ク
ル
社
会
だ
っ
た
と
い
う
。

　
今
の
よ
う
な
贈
収
賄
と
い
っ
た
概

念
が
な
か
っ
た
た
め
、
有
力
者
の
下

に
は
贈
り
物
が
大
量
に
届
け
ら
れ
た
。

　
そ
の
献
上
品
を
買
い
取
り
、
御
用

達
商
人
に
転
売
す
る
「
献
残
屋
」
な

ど
と
い
う
商
売
も
で
き
た
。

　
転
売
さ
れ
た
品
は
、装
い
新
た
に
献

上
品
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、武
家
に
と

っ
て
は
、
贈
答
品
を
換
金
で
き
る
あ
り

が
た
い
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。

　
今
で
言
う
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ
は
江
戸
城
周
辺
に
集
中
し
て
い

た
と
い
う
か
ら
、
い
か
に
盛
ん
に
付

け
届
け
が
さ
れ
て
い
た
か
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

「
権
力
と
カ
ネ
」
今
も
昔
も
同
じ
か

も
。
《
西
川
》

　
加
工
グ
ル
ー
プ
『
横
畠
ど
ん

ぐ
り
』
の
大
原
恭
子
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
活
動
は
８
年
前
か
ら
で
、
５

年
ほ
ど
前
か
ら
軌
道
に
乗
り
だ

し
た
よ
う
で
す
。
当
初
は
大
勢

い
た
会
員
も
、
今
は
大
原
さ
ん

と
山
本
理
恵
さ
ん
、
山
本
富
美

子
さ
ん
の
３
人
と
の
こ
と
で
す
。

　
ド
ー
ナ
ツ
や
ク
ッ
キ
ー
、
フ

ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
、
抹
茶
ケ
ー
キ
、

ヨ
モ
ギ
ま
ん
じ
ゅ
う
、
虎
巻
き

ま
ん
じ
ゅ
う
、
東
山
（
干
し
イ
モ
）
、

味
噌
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
、

で
き
る
だ
け
地
元
材
料
を
使
っ

て
安
全
で
お
い
し
い
加
工
品
作

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
県
内
ス
ー
パ
ー
の
13
―
15
店

舗
と
サ
ン
グ
リ
ー
ン
ふ
れ
あ
い

市
や
越
知
産
市
な
ど
へ
出
荷
。

ま
た
、
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
な
ど

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し

て
お
り
、
味
の
良
さ
に
人
気
も

あ
り
、
す
ぐ
に
売
り
切
れ
る
そ

う
で
す
。

　
横
畠
地
区
は
、
「
い
も
煮
会
」

や
「
茶
摘
み
ツ
ア
ー
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
も
活
発
で
、

地
域
に
夢
と
元
気
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
「
議
会
だ
よ
り
は
読

ん
で
ま
す
よ
」
と
う
れ
し
い
言

葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

け
ん 

ざ
ん   

や

「
好
き
で
や
り
ゆ
う
き

毎
日
が
楽
し
い
」
と
恭
子
さ
ん

理
恵
さ
ん
は
味
噌
作
り
に
忙
し
い

ご
主
人
の
泰
生
さ
ん
は

良
き
理
解
者

ド
ー
ナ
ツ
が
一
番
の
売
れ
行
き

みんなに
おいしいと言われる
ことが生きがいです

３月定例会の傍聴者は延べ７人でした。３月定例会の傍聴者は延べ７人でした。３月定例会の傍聴者は延べ７人でした。

多くの方の傍聴をお願いします。多くの方の傍聴をお願いします。多くの方の傍聴をお願いします。


